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るが, 日本語と中国語に存在する同形語の ｢刺激｣ が,
文法的にも意味的にもずれがあることをよく示す例で
ある｡ まず, 文法的には, 日本語の ｢刺激｣ は名詞と




ため, ｢刺激な｣ という言い方をしてしまうこと｡ 次
に, 意味的には, たとえば先の例を ｢刺激的なジェッ
トコースター｣ としたとしても, やはり落ち着かず,
むしろ ｢どきどき (わくわく) するジェットコースター｣
のような日本語表現の方がふさわしいように感じるこ
と｡ それら文法的, 意味的な問題を克服できれば, 学
習者は日中同形語の存在をうまく活用して日本語学習
の成果をあげることができるはずである｡













味の異同に注意を喚起したのが, 文化庁 (1978) であ
る｡ 文化庁 (1978) では, 日中同形語を(1) ｢日中両
国語における意味が同じか, または, きわめて近いも
の｣, (2) ｢日中両国語における意味が一部重なっては
いるが, 両者の間にずれのあるもの｣, (3) ｢日中両国
語における意味が著しく異なるもの｣, (4) ｢日本語の
漢語と同じ漢字語が中国語に存在しないもの｣ の 4種













いるのが大河内 (1992) である｡ 大河内 (1992) の
もととなったのは, 日本語と中国語対照研究会編
(1986) である｡ それは49個の形容動詞 (本稿ではナ
形容詞) について, 日本語と中国語における用例を挙
げ, 文法的機能や意味的特徴を解説した資料である｡
大河内 (1992) はそのうち, ｢明朗｣ ｢潔白｣ ｢温暖｣
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ところで, 日本語と中国語対照研究会編 (1986) や










熊・玉岡 (2014) がある｡ 同研究は, 日中同形語のず





熊・玉岡 (2014) では, ある語について, 品詞情報が
掲載されている 2つの中国語辞書の記述が不一致の場
合には, 品詞性の判断が不明であるとしている｡ 本稿










また, 張 (2009) は, 中国人学習者の作文に見られ
る母語転移の諸類型を明らかにしたものである｡ その
中で日中両言語の品詞性のずれに関しては, 9 種類の
対応が見つかったことを報告している｡ 張 (2009) が
挙げているタイプの中で, 本稿が扱う ｢刺激｣ がどの
タイプに属するか考えてみると, 中国語では形容詞,
動詞, 名詞で, 日本語では動詞, 名詞のみで使われる
｢失敗｣ が属するタイプに一番近いようである｡ しか
し, ｢刺激｣ が ｢刺激的｣ と ｢～的｣ が付くのに対し,

























付いた例は ｢刺激｣ を名詞として数え, ｢刺激する｣
は動詞として数えた)｡
名詞として…45 動詞として…24
｢刺激的な｣ …7 ｢刺激な｣ …13











動詞として ｢刺激｣ を使用した例は, 日中両言語に同
形語があることのメリットを生かし, 正の転移が働い
た場合と考えることができる｡ ただ, 意味的に ｢刺激
する｣ が使えない場合が多々あるので, それについて
は後述する｡
｢刺激的な｣ も, 文法的には問題がないが, 意味的
には日中両言語間でずれがあるので, それについても
後述する｡



















｢刺激すぎる｣ という形式も, ｢簡単すぎる｣ ｢煩雑
すぎる｣ といったナ形容詞語幹に ｢すぎる｣ が付いた
表現からの類推として使ってしまうのだと考えられる｡
次がその例である｡
(３) 刺激すぎるので, 放棄しました｡ (因為太刺激
了, 以放棄了)2)





この(４)においても, ｢刺激性的な食品｣ は, ただ
｢性｣ を取り去って ｢刺激的な食品｣ とするのではな
く ｢刺激が強い食品｣ としておけばよいであろう｡
さて, このように誤用が生じやすい ｢刺激｣ と同類
の語としては, ｢進歩｣ ｢発達｣ ｢普及｣ ｢熟練｣ ｢成熟｣
｢充実｣ 等が挙げられる｡ いずれも形容詞としての用
法はないため, ｢進歩な｣ ｢発達な｣ ｢普及な｣ ｢熟練な｣
｢成熟な｣ ｢充実な｣ といえない点が共通している｡
ただ, ｢進歩｣ ｢発達｣ ｢普及｣ ｢熟練｣ ｢成熟｣ ｢充実｣
等は ｢する｣ を付けて動詞として使う場合, 自動詞で
あり, 述語として言い切りに用いるには ｢～している｣
としなければならない｡ また, 名詞修飾の場合 ｢～し





教授者は ｢進歩な｣ を ｢進歩した｣ に直すであろう｡
そのように指導された経験のある学習者は, その原理






これらの例において, 文法的には ｢刺激的な｣ とする
ことで誤用が回避できそうであるが, 中国語話者が言
おうとした意味は, むしろ ｢はらはらどきどきするよ
うな｣ とか ｢エキサイティングな｣ といったことであ












じられるが, ｢刺激的な｣ は許容範囲であろう｡ (10)
はやはり不自然で, ｢激しい｣ とか ｢スリリングな｣
とか言うべきところである｡
意味的に ｢刺激｣ は, 日中両言語で重なる部分があ
るものの, 重なり合わない部分があること, 特に, 日
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あろうか｡ 文法的には, 言い切りの場合, 名詞修飾の
場合についてどのような形をとるか確認する必要があ
る｡ ｢刺激が強い｣ ｢刺激が強い〇〇｣ とは言うが,
｢刺激だ｣ ｢刺激な〇〇｣ と言わないこと｡ 接辞が付い
た場合も, ｢～的｣ ｢～性｣ といった漢語系, ｢～すぎ
る｣ ｢～がる｣ ｢～っぽい｣ といった和語系, ｢～チッ





意味的には, 日中同形語について, 中日辞典, 日中
辞典に当たれば, 意味の重なりやずれについて, ある
程度認識を深めることができるであろう｡ 例えば,













法である｡ 河住 (2005) には, 学習者が漢字語を使用
した場合のさまざまなタイプの誤用例が挙げられてい
るが, その中に ｢出現しました｣ を ｢現れました｣ と









本稿で取り上げた ｢刺激｣ について言えば, ｢刺激｣
という語が出た時点で ｢ショック｣ という語も同時に
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４. 日本語教育における日中同形語の
取り上げ方
本稿第２節で, 大河内 (1992) が ｢日本語には類似
の意味の和語と漢語の分業があるが, 中国語にはそれ
がない｣ と指摘していることに触れた｡ 大河内
(1992) は, 日本語において ｢明朗｣ と ｢明るい｣,
｢潔白｣ と ｢白い｣, ｢温暖｣ と ｢あたたかい｣, ｢険悪｣
と ｢おそろしい｣, ｢柔軟｣ と ｢やわらかい｣, ｢有力｣































また, ｢刺激｣ に ｢的｣ が付いた ｢刺激的｣ も言っ
てみれば日中同形語である｡ 日本語と中国語の間で








められる箇所がある｡ 例えば, (３)の文中の ｢放棄し
ました｣ は ｢やめました｣ ｢あきらめました｣ 等に直
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